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▲優良商工従業員永年勤続表彰被表彰者の皆さん（令和元年5月31日）

　令和元年度特定商工業者負担金の納入をお願い

する時期となりました。

　ご出費ご多端の折恐縮に存じますがご協力下さ

いますようお願い申し上げます。特定商工業者に

該当する事業所の皆様には別便封書にて納入通知

書を送付させて頂きましたので 8 月 30 日（金）まで

に最寄りの金融機関からのお振込（手数料はご負

担ください）または当商議所窓口での納付をお願

いいたします。

　なお、集金ご希望の事業所様はご連絡下さいま

したら、ご集金にお伺いいたします。

☎ 63− 3315（担当　濱）

特定商工業者負担金納入に
　　　　　　　ついてお願い

C O N T E N T S

⑤　経営者に聞く
　　～有限会社ヤマダ　山田圭子氏～
⑬　頑張る会員さん応援します
　　～株式会社オカダ電気周南営業所～
②　平成 30 年度事業報告・収支決算承認

⑥　新南陽商工会議所議員選挙のお知らせ

⑧　経営指導員が行く！相談所からのお知らせ
　 ～消費税対策にも有効なキャッシュレス決済の活用（第 4 回）～

⑨　理容・美容部会きものツアーほか

⑩　女性会活動報告ほか

⑪　青年部活動報告

⑫　第 45 回サンフェスタしんなんよう
　　PR 用ポスター・チラシ審査会結果

⑭　商工会議所 LOBO 調査　− 5 月−

⑮　2019 産業観光ツアー一般コースのお知らせ

⑯　お知らせコーナー
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内（18）は非会員特商負担金
納入事業所数
内（197）は協力会員数

総合計

合　計

法　人

個　人

区　分

907（197）

692（18）

374

318

年度末
会員数

1
　
組
　
　
織

○
会
員
数

○
部
会
別
会
員
数

〔
各
種
事
業
活
動
〕

①
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業

　
小
規
模
事
業
者
の
抱
え
る
課
題

に
対
し
無
料
で
専
門
家
を
派
遣
、

そ
の
解
決
策
を
図
る

②
新
南
陽
商
工
会
議
所

　
雇
用
特
別
相
談
室

　
地
域
の
求
人
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
地
域
の
就
職
を
促
進

③
組
織
強
化
推
進
事
業

　
組
織
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立

を
目
的
に
役
職
員
一
丸
と
な
り
会

員
加
入
推
進
を
実
施

④
共
済
制
度
促
進
事
業

　
各
種
共
済
制
度
の
普
及
・
拡
大

を
強
力
に
展
開
し
、
財
政
基
盤
の

確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県

下
統
一
共
済
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施

⑤
調
査
情
報
提
供
事
業

　
商
工
会
議
所
会
員
を
は
じ
め
地

域
商
工
業
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
収
集
し
た
調
査
・
情
報
を
商

工
会
議
所
事
業
活
動
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
実
施

⑥
商
工
会
議
所
広
域
連
携
事
業

・
周
南
地
域
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
産
業
観
光
事
業

　
昨
年
度
実
施
に
基
づ
き
次
の
点

を
新
規
企
画
実
施
し
た

◇
夏
休
み
親
子
教
室
…
J
R
西

日
本
徳
山
地
域
鉄
道
部
の
ご
協

力
に
よ
り
運
転
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
を
体
験
で
き
る
J
R
乗

務
員
セ
ン
タ
ー
を
コ
ー
ス
に
盛

り
込
み
、
電
車
の
模
擬
運
転
を

通
し
て
鉄
道
輸
送
に
つ
い
て
学

べ
る
等
参
加
者
か
ら
の
好
評
を

得
た
。

◇
一
般
コ
ー
ス
…
学
校
給
食
を
試

食
で
き
る
光
市
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
食
品
関
連

施
設
等
を
見
学
す
る
〝
味
め
ぐ

り
コ
ー
ス
〟
を
加
え
、
学
校
給

食
の
現
場
見
学
と
試
食
を
通
し

て
〝
懐
か
し
い
給
食
の
味
〟
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

・
周
南
パ
ラ
ボ
ラ
会
の
開
催

　
新
南
陽
で
初
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
4
回

⑦
若
者
交
流
支
援
事
業

　
若
者
の
出
会
い
と
交
流
の
場
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。「
え
え
人
に
で

愛
ん
祭
」
と
銘
打
っ
た
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
2
回
実
施
し
6
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
。（
平
成
18
年

〜
平
成
30
年
開
催
、
成
立
組
数

1
7
3
組
・
結
婚
8
組
）

商　　業

工　　業

建　　設

運輸交通

港　　湾

飲食サービス

理容美容

175

87

185

35

28

159

37

−第57回新南陽商工会議所通常議員総会−

東ソークラブにおいて、山口県議会議員等多数のご来賓の皆様をはじめ関係各位のご臨席のもと盛大に
議員総会を開催。平成30年度事業報告並びに収支決算案等を審議、満場一致で可決・承認されました。
以下、その内容をダイジェストにて報告致します。

5月31日

　　　　

●商工会議所の支援を受けながら実施することとなっている小規模
事業者持続化補助金への申請に対応等の伴走型支援への取組

●行政等への政策提言活動
　　①周南市副都心として新南陽の都市基盤の整備（新南陽駅等の整備）
　　②地域医療の核としての新南陽市民病院の診療体制の充実
　　③設備投資キャッシュバック制度の拡充
　　④古川跨線橋工事に伴う渋滞緩和策の対策等
● 14年目を迎えた産業観光事業は、平成 17年度の開始からこれ
までに延べ７千 4百人を超える

●若者交流事支援事業も若者の市内定住並びに人口増加の促進等を
目的に「ええ人にで愛ん祭」と銘打った交流パーティーを実施。
この 13年間で 173 組のカップルが誕生、うち 8組のカップル
が結婚

平成30年度 事業報告・収支決算承認
●組織の総力をあげて地域経済の活性化と地域力強化に向けた事業を展開

○
主
な
会
議
の
状
況

議
員
総
会
2
回
、
議
員
研
修
会

1
回
、
常
議
員
会
4
回
、
正
副

会
頭
専
務
理
事
会
議
13
回
、
監

査
会
2
回

2
　
主 

要 

事 

業

〔
表
　
　
彰
〕

会
頭
表
彰
（
5
月
29
日
）

◎
優
良
商
工
従
業
員

　
　
　
　
　
永
年
勤
続
表
彰

　
　
　
　
　
　
15
事
業
所
25
名

◎
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

　
　
　
　
表
彰
伝
達
　
　

4
名

◎
共
済
特
別
功
労
事
業
所

　
　
　
　
　
感
謝
状
　
　

2
社

平成30年度の主な事業報告

2



　

　

　

⑧
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん
よ
う

＆
大
花
火
大
会
（
2
0
0
0
発
）

　
　
　
来
場
者
8
0
、0
0
0
人

⑨
第
48
回
周
南
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
物
産
展
　

　
　
　
　
　
　
6
0
、0
0
0
人

⑩
第
5
回
ム
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
し
ん
な
ん
よ
う

　
　
　
　
　
　
2
0
、0
0
0
人

⑪
新
年
互
礼
会
　
　
　
７
２
１
人

⑫
第
56
回
商
工
会
議
所
会
頭
杯
争

奪
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
６
人

⑬
簿
記
検
定
試
験
　
　
　（

3
回
）

⑭
商
工
会
議
所
報
の
発
行

〔
意
見
活
動
〕

山
口
県
商
工
会
議
所
連
合
会
全
体

と
し
て
の
要
望
事
項
　
　
61
項
目

（
国
土
交
通
省
、
中
国
地
方
整
備

局
、
山
口
県
）

新
南
陽
・
徳
山
・
下
松
・
光
商
工

会
議
所
と
し
て
の
要
望
事
項

⑴
港
湾
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

⑵
道
路
網
の
整
備
と
交
通
対
策
に

つ
い
て

⑶
港
湾
物
流
の
活
性
化
（
港
湾
施

設
使
用
料
の
減
免
）
に
つ
い
て

⑷
徳
山
ポ
ー
ト
ビ
ル
の
展
望
デ
ッ

キ
と
緑
地
整
備
に
つ
い
て

新
南
陽
・
徳
山
商
工
会
議
所
で
初

の
合
同
要
望

周
南
市
へ
の
要
望
事
項
35
項
目

⑴
J
R
サ
テ
ラ
イ
ト
駅
の
整
備

促
進

⑵
地
域
医
療
の
充
実

⑶
健
康
増
進
に
対
す
る
支
援

⑷
交
通
危
険
個
所
の
対
策

⑸
新
南
陽
地
区
へ
の
出
店
に
か
か

る
支
援

⑹
設
備
投
資
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

制
度
の
拡
充

⑺
新
南
陽
港
湾
整
備
の
早
期
化

⑻
地
元
買
い
物
運
動
の
展
開

⑼
福
川
・
清
水
地
区
の
道
路
整
備

⑽
公
共
工
事
の
地
元
優
先
発
注
、

発
注
の
早
期
・
平
準
化
な
ど

⑾
古
川
跨
線
橋
の
工
事
に
伴
う
渋

滞
緩
和
策
の
推
進

⑿
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極

的
P
R
の
促
進

⒀
永
源
山
公
園
の
魅
力
度
向
上

〔
経
営
改
善
普
及
事
業
〕

①
巡
回
・
窓
口
相
談
及
び

　
　
　
　
創
業
に
関
す
る
相
談

　
巡
回
1
6
6
9
回

　
　（
経
営
一
般
、
税
務
、
金
融
他
）

　
窓
口
3
0
8
5
回

　
　（
経
営
一
般
、
税
務
、
金
融
他
）

　
創
業
　
　
　

0
回

②
記
帳
専
任
・
記
帳
指
導
員
に
　

　
　
　
　
　
　
よ
る
記
帳
指
導

　
指
導
延
回
数
　
1
8
0
7
回
、

　
対
象
事
業
所
数
1
1
1
事
業
所

③
記
帳
・
税
務
相
談

　
　

●
　

所
得
税
確
定
申
告
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
5
件

　
　

●
　

消
費
税
申
告
相
談
　
45
件

　
　

●
　

年
末
調
整
相
談

　
　

●
　

記
帳
機
械
化
委
託

　
　
　
　
　
　
　
32
委
託
事
業
所

④
講
習
会
等
の
開
催

　
　

●
　

顧
問
税
理
士
に
よ
る
無
料
相

談
『
毎
月
5
・
15
・
25
の
日
』

　
　

●
　

新
入
社
員
と
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ナ
ー
研
修

⑤
金
融
相
談
斡
旋

　
　

●
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
「
マ
ル

経
資
金
」

⑥
人
材
能
力
開
発
事
業

　
　

●
　

創
業
・
経
営
革
新
等
講
習
会

開
催

⑦
ビ
ジ
ネ
ス
ド
ラ
フ
ト
や
ま
ぐ
ち

　
　

●
　

エ
ン
ト
リ
ー
企
業
2
9
8
社

　
　

●
　

商
談
会
参
加
企
業
数
　
90
社

　
　

●
　

延
商
談
件
数
1
0
5
件

⑧
社
会
保
険
等
の
事
務
代
行

　
　

●
　

労
働
保
険
事
務
組
合

　
　
委
託
数
1
5
0
事
業
所
　
　

（
対
象
従
業
員
1
1
8
7
人
）

⑨
経
営
革
新
等
支
援
事
業

　
事
業
成
果
　

　
　

●
　

認
定
企
業
…
1
社

⑩
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

申
請
・
採
択
支
援（
個
別
相
談
）

　
事
業
成
果
　

　
　

●
　

申
請
件
数
7
件

　
　
採
択
件
数
3
件
　

　
　
補
助
金
申
請
額

　
　
　
　

1
、9
8
0
、2
0
2
円

⑪
先
端
設
備
等
導
入
計
画
・
認
定

支
援

　
　

●
　

申
請
　

1
件

　
　
認
定
　

1
件

▲周南市学び・交流プラザにて
　第 48回ふるさとふれあい物産展 ▲第 44 回サンフェスタしんなんよう

▲新南陽商工会議所・徳山商工会議所
　2回目の合同開催となった新年互礼会

▲灯ろうをながめながら、美味しい時間を。
　第 5回ムーンフェスタしんなんよう

3
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④
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
に
関
す
る
研
究

⑫
I
T
導
入
補
助
金

　
　

●
　

申
請
　

1
件

　
　
認
定
　

1
件

⑬
事
業
承
継
総
合
支
援
事
業

　
　

●
　

事
業
承
継
診
断
　

1
社

⑭
受
託
事
業

　
　

●
　

共
済
事
業

　
　
小
規
模
企
業
共
済
事
業

　
　
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
事
業

⑮
法
定
台
帳
作
成
事
業

〔
７
部
会
の
活
動
〕

商
業
部
会

工
業
部
会

建
設
部
会

運
輸
交
通
部
会

港
湾
部
会

理
容
美
容
部
会

飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

〔
そ
の
他
事
業
活
動
〕

①
ほ
っ
と
一
息
ふ
く
が
わ
マ
ッ
プ

作
成

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

平成30年度　収支決算総括表 総額　1億 5,726 万 2723 円

事業費
45,149,043
29％

一般管理費
21,158,015
13％

人件費
60,287,698
38％

繰出金
18,618,599
12％

次年度繰越金
12,049,368
8％

会費収入
26,580,750
17％

事業収入
49,930,549
32％

補助金
41,057,190
26％

雑収入
3,968,335
2％

繰入金
18,618,599
12％

前年度繰越金
17,107,300　11％

▲南陽工業高等学校と協力して作成した

▲国の補助金を活用

▲「地域ブランドの創出と地域の健康経営に関する
　共同研究契約を締結

▲当所が申請した計画が経済産業大臣の認定を受ける

②
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
が
国
の
認
定
を
受
け
る

4
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　新南陽商工会議所の役員・議員は、約 900 会員の代表として商工会議所の運営
に直接参加し、各種事業の推進役として、商工業の発展と地域の活性化に貢献す
る重要な役割を担っています。
　この役員・議員の任期は、本年 10 月 31 日をもって終了することから、本年が
改選となります。
　このため、議員選挙並びに選任規約に基づき、本年 9 月から 10 月にかけて議
員の選挙・選任が行われます。
　新役員・議員の任期は、令和元年 11 月 1 日から令和 4 年 10 月 31 日までとな
ります。
　議員選挙・選任要項については、以下の通りです。会員の皆様には、議員の選挙・
選任が円滑に行われますよう、ご理解・ご協力の程お願い致します。

今
年
は
３
年
に
一
度
の
役
員
・
議
員
の
改
選
の
年
で
す

議
員
は
商
工
業
者
の
代
表
で
す

　「
議
員
選
挙
」
と
い
う
と
、
よ
く
国
会

や
地
方
議
会
の
議
員
選
挙
と
間
違
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
商
工
会
議
所

法
」
と
い
う
法
律
の
中
で
、
商
工
会
議

所
は
会
員
の
中
か
ら
地
域
商
工
業
者
の

代
表
と
し
て
議
員
を
選
ぶ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
選
ば
れ
た
議
員
は
、
商
工
会
議
所
の

最
高
決
定
機
関
で
あ
る
「
議
員
総
会
」

の
構
成
員
と
し
て
、
商
工
会
議
所
の
運

営
に
つ
い
て
意
思
を
述
べ
、
決
定
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

議
員
の
定
数
は
80
名

　
商
工
会
議
所
の
議
員
選
挙
は
、
広
く

商
工
業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
80
名
の
議
員
を
幅
広
い
分
野
の
中

か
ら
選
出
い
た
し
ま
す
。
そ
の
選
挙
や

選
任
方
法
に
よ
っ
て
３
つ
に
区
分
さ
れ

て
お
り
、
商
工
会
議
所
法
第
41
条
の
1

号
～
3
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
1
号
議
員
・
2
号
議
員
・
3
号
議

員
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
員
区
分
は
、
業
種
・
業
態
を

考
慮
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
議
員
構

成
に
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
選
出
方
法
が
異
な

る
だ
け
で
議
員
と
し
て
の
権
利
や
義
務

に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
号
議
員
の
選
挙
・
定
員
40
名

　
１
号
議
員
は
、
商
工
会
議
所
の
会
員

及
び
※
特
定
商
工
業
者
が
、
投
票
に
よ
っ

て
会
員
の
中
か
ら
選
挙
し
た
議
員
で
す
。

選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
た
め
、
会
員

全
体
の
代
表
と
い
う
性
格
の
強
い
議
員

で
す
。

　
こ
の
議
員
選
挙
は
「
企
業
が
企
業
を

選
ぶ
」
訳
で
、
そ
こ
に
は
公
職
選
挙
に

は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
ル
ー
ル
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
員
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

5
万
4
千
円
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
特
定
商
工
業
者
と
は
、
常
時
使
用

す
る
従
業
員
数
20
人（
商
業
又
は
サ
ー

ビ
ス
業
を
営
む
者
に
つ
い
て
は
5
人
）

以
上
、
又
は
資
本
金
が
3
百
万
円
以

上
の
商
工
業
者
は
全
て
、
商
工
会
議

所
法
の
定
め
に
よ
り
、
法
定
台
帳
の

提
出
と
負
担
金
2
千
4
百
円
の
納
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
号
議
員
の
選
挙
・
定
員
28
名

　
商
工
会
議
所
の
す
べ
て
の
会
員
は
、

業
種
別
に
7
つ
の
部
会
の
何
れ
か
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
2
号
議
員
は
、
こ
れ

ら
部
会
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
で

す
。
部
会
員
の
数
や
会
費
口
数
を
勘
案

し
、
部
会
毎
に
各
部
会
の
総
会
議
決
を

も
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
部
会
（
業
種
）

の
代
表
と
い
う
性
格
を
持
つ
議
員
で
す
。

な
お
、
部
会
に
召
集
さ
れ
る
の
は
会
員

が
対
象
と
な
る
た
め
、
特
定
商
工
業
に

は
2
号
議
員
の
選
任
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
議
員
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

5
万
4
千
円
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

3
号
議
員
の
選
任
・
定
数
12
名

　
3
号
議
員
は
、
会
頭
が
会
員
の
中
か

ら
選
任
し
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
の
機
能
を
強
化
す
る
た

め
、
特
に
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら

置
か
れ
た
議
員
で
す
。

　
議
員
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
18
万

円
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

新
南
陽
商
工
会
議
所
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

改選年にともない、下記日
程にて臨時議員総会を開催
いたします。

令和元年10月23日（水）
開催時間　13：15～

場　　所 
新南陽商工会議所　3階

臨時議員総会の
　　ご案内
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議
員
に
な
る
た
め
の
資
格

　
議
員
に
選
任
さ
れ
る
資
格
は
、
会
員

の
み
が
有
し
、
会
員
で
な
い
特
定
商
工

業
者
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
会

員
で
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
確
定
日

（
9
月
上
旬
）
ま
で
に
会
費
を
納
入
し
て

い
な
い
人
は
、
議
員
に
選
任
さ
れ
る
資

格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
号
議
員
を
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
資
格

　
議
員
選
挙
で
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
本
商
工
会
議
所
の
会
員

と
特
定
商
工
業
者
の
二
者
に
限
定
さ
れ

ま
す
。
但
し
、
会
員
と
特
定
商
工
業
者

の
資
格
が
あ
っ
て
も
、
無
条
件
に
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
る
訳
で
は
な
く
、
次
の

よ
う
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。

●
特
定
商
工
業
者
の
場
合

　
令
和
元
年
度
の
特
定
商
工
業
者
負
担

金
2
千
4
百
円
を
選
挙
人
名
簿
確
定
日

（
8
月
上
旬
）
ま
で
に
納
め
た
特
定
商
工

業
者
に
１
票
の
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

●
会
員
の
場
合

　
令
和
元
年
度
の
年
会
費
を
選
挙
人
名

簿
確
定
日
（
8
月
上
旬
）
ま
で
に
納
め

た
会
員
に
、
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
会
員
の
選
挙
権
個
数
（
票
数
）
は
、

会
費
1
口
当
た
り
1
票
で
最
高
50
票
で

す
。

当所の組織図は以下のとおりです。
常議員会は、議員の中から選任される常議員（26 名）と正副会頭、専務理事をもって
構成されます。
新南陽商工会議所の事業運営に関する多くの事項は、この常議員会の承認を得て実施
されており、会社の役員会に該当するものです。

会費の納入は、8 月 1 日（木）までにお願いいたします。

会　　　員

１ 号 議 員

議 員 総 会 ２ 号 議 員

３ 号 議 員

監　　　　　事 会　　　　　頭

副 会 頭

専 務 理 事

常 議 員 会

青 年 部 女 性 会

事 務 局 長

事 務 局

部　　　　　会
・商業部会　・運輸交通部会
・工業部会　・飲食・サービス部会
・建設部会　・理容・美容部会
・港湾部会
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消費税対策にも有効なキャッシュレス決済の活用
（全 10回シリーズ）

一般社団法人キャッシュレス推進協議会

【第４回】そもそも“コード決済”って何？
＜ポイント還元制度の進捗＞
　中小企業・小規模事業者（中小小売店等）の「キャッシュレス・消費者還元事業（ポイント還元制度）」への参加に向けて、同事
業の制度設計や周知広報の計画の詳細が固まってきました。本年５月 13 日からキャッシュレス決済事業者の本登録（補助金の交付
決定）が開始され、全国 127 社（５月 24 日時点）が登録を完了しました。一方、中小小売店等の加盟店登録の手続きも５月 16 日
から開始されています。
　現在、全国各地で、中小小売店等の加盟店登録に向けた、制度の活用や具体的な参加手続き等に関する説明会が開催されています。
説明会の日程や開催会場は、専用ウェブサイトから確認いただき、事前の参加登録をお願いします。

（ https://cashless.go.jp/assets/doc/kameiten_todouhuken_ichiran.pdf ）
｠
＜“コード決済”とは＞
　今回は、ポイント還元制度の対象となる決済手段の一つ「コード決済」（ＱＲコードやバーコードとスマホアプリを用いた決済手
段の総称）について、その特徴や導入を検討いただく際に考慮すべき事項を紹介していきます。
　コード決済は、近年、多様な業種から参入が相次いでおり、各社の激しい競争の結果、店舗向けの魅力的なサービス（決済手数
料ゼロ、端末代不要、翌日入金等）が誕生しています。こうした環境のもとで、店舗のキャッシュレス決済導入に対する３つのハー
ドル（導入コスト、運用・維持コスト、資金繰り）が低くなってきており、今後ますます、店舗の規模を問わずキャッシュレス決
済が広く普及していくことに期待が持てます。
　そもそも「コード決済サービス」とは、どのようなものなのでしょうか。①消費者が自分のスマホ画面上にＱＲコードまたはバー
コードを表示させ、店舗側がそれを読み込む方式である「消費者提示型（ＣＰＭ）」と、②店舗側がタブレットやＰＯＳ画面、また
はステッカーや紙媒体等でＱＲコードを提示し、消費者が自分のスマホアプリのカメラで読み込む「店舗提示型（ＭＰＭ）」に大別
されます。
　さらに①②は、それぞれ２つのパターンに分かれます。「①消費者提示型（ＣＰＭ）」は、コンビニや家電量販店を中心に、ＰＯＳ
端末に繋がっているバーコードリーダーで消費者のスマホ画面上に表示されるバーコードを読み取る「ＣＰＭ（バーコード）」方式と、
同じく消費者のスマホ画面上に表示されるＱＲコードを店舗側の専用決済端末で読み取る「ＣＰＭ（ＱＲコード）」方式の二種類が
あります。一方、「②店舗提示型（ＭＰＭ）」は、決済の都度、店舗側で金額情報を含むＱＲコードを生成して店舗のタブレットや
ＰＯＳ画面等に表示する「動的」方式と、１つのＱＲコードをステッカーや紙媒体等に印刷・掲示して継続的に使用する「静的」
方式の二種類があります。
　店舗では、既存のインフラ（端末、コードリーダー、通信環境等）を有効活用できないか、導入コストやオペレーション負荷、
その対価として見込めるメリット等を考慮して、どの決済サービスを、どのコード決済のパターンで導入するかを検討してもらえ
ればと思います。
　特に昨年から、多様な業種の参入や利用者拡大に向けた大々的な宣伝広告・キャンペーンを打ち出しているところもあり、消費
者のコード決済に対する認知・利用は大幅に進みつつあると考えられます。ただし、一部の消費者や店舗から、「あまりに選択肢（提
供サービス）が多いため、かえってどれを選択すべきか迷う」

「次から次へと新たに誕生する決済サービス内容に店舗側が
即時対応していくのは困難である」といった指摘がなされ
ているのも事実です。
　当協議会では、キャッシュレス決済事業者間の競争によっ
て「決済手数料ゼロ」など、より良いサービスが提供され
ることを歓迎しつつも、サービスの乱立がキャッシュレス
普及の阻害要因とならないよう、技術仕様の標準ガイドラ
イン整備に取組んできました。具体的には、消費者提示型（Ｃ
ＰＭ）については「事業者識別コード」という業界横断的
に一意にキャッシュレス決済事業者を特定できる仕様を導
入するとともに、店舗提示型（ＭＰＭ）については「１つ
のＱＲコードを複数のキャッシュレス決済事業者で規格統
一」す る 仕 様 を 検 討 し て き ま し た（2019 年 ８ 月 に

『JPQR』として稼働予定）。加えて、決済現場での混乱を
避けるため、「統一用語集」の公表も行っています。
　こうした技術仕様の統一により、中小小売店等では新た
なキャッシュレス決済事業者の追加契約も容易となり、消
費者側では自分の使いたいどの決済サービスを用いても支
払える環境が整っていきます。

2×2＝4パターンからなる “コード決済”
①消費者提示型

（Consumer Presented Mode：CPM）

消費者

決済アプリ
（コード画面）

コード
リーダー

店舗

提示するコードは、
「バーコード」と「QR コード」

の２つのパターンが存在

【特徴】
一度限り有効なバーコード・QR コードを生成するタイ
プが主流。バーコードと QR の 2 パターンが存在する。

【利点】
クレジットカード等の他のキャッシュレス決済手段を
保有していたり、コードリーダーを持ったりする大手が
導入しやすい。

②店舗提示型
（Merchant Presented Mode：MPM）

消費者

決済アプリ
（読み取り画面）

POS、タブレット、
ステッカーなど

店舗

提示するコードは、
「都度動的に変化」と「静的に変化なし」

の２つのパターンが存在

【特徴】
店舗にあるステッカー（静的）やディスプレイ（動的）
に QR コードを表示

【利点】
導入の手軽さ。コストの安さ。
静的では、定員の操作が不要なので業務軽減に。
動的では、定員が金額入力をし、間違えも少ない。

CA
ME
RA

消費税率引上げ・軽減税率制度についてのお問い合わせは

新南陽商工会議所　消費税軽減税率対策特設ページ　https://www.s-cci.or.jp/shohizei/

新南陽商工会議所　中小企業相談所まで　TEL（0834）63－3315
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第62回夏の「周南パラボラ会」の
ご 案 内

　産・学・官交流の場としての、第 62 回夏の「周南パ
ラボラ会」を下記のとおり開催いたします。
　多数お誘いあわせのうえ、ぜひご参加下さいますよう
ご案内申し上げます。

記
１．日　時　令和元年7月12日（金）　18：00 〜 19：30
２．場　所　ピピ 510　周南市糀町 1 − 17
３．参加費　お一人につき 1,000 円
　　　　　　　（当日徴収させていただきます。）

〈名刺をご用意いただきますようお願い致します〉

▲参加者にて記念撮影

6
月
10
日

き
も
の
で
行
く

　
周
南
市
役
所
・

冠
山
総
合
公
園
巡
り

　

当
商
工
会
議
所
理
容
・
美

容
部
会
（
松
岡
イ
ク
子
部
会

長
）
は
き
も
の
を
着
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
昨
今
、
き

も
の
文
化
の
普
及
推
進
Ｐ
Ｒ

を
目
的
と
し
て
、
き
も
の
を

着
て
観
光
地
を
巡
る
ツ
ア
ー

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

15
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

新
し
く
な
っ
た
周
南
市
役
所

見
学
と
冠
山
総
合
公
園
（
光

市
）
を
散
策
し
た
。

　

周
南
市
役
所
で
は
、
新
庁

舎
建
設
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
新
庁
舎
内
を

見
学
し
た
。

　

冠
山
総
合
公
園
で
は
、
約

４
１
０
㎡
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
が
あ
り
、
約
３
３
０
種

１
４
０
０
株
の
バ
ラ
を
栽
培

し
て
い
る
。
こ
の
数
は
山
口

県
で
も
最
大
級
で
、
見
ご
ろ

の
薔
薇
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な

花
を
観
賞
し
な
が
ら
甘
い
香

り
に
包
ま
れ
た
園
内
を
散
策

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
き
も

の
を
着
る
こ
と
の
楽
し
さ
と

初
夏
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し

て
い
た
。

理
容
・
美
容
部
会

　
当
商
工
会
議
所
議
員
の
職
務

執
行
者
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　〔1
号
議
員
〕

　
清
水
プ
ロ
パ
ン
㈱

　
　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
清
水
　
靖
夫 

氏

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
清
水
　
一
徳 

氏

議
員
職
務
執
行
者

　
変
更
の
お
知
ら
せ

エントリー企業
募集！！

完全
事前調整型
商談会
1件あたり30分
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誠和工機株式会社　　有吉　二郎

山一電設株式会社　　久村　　登

三浦運輸株式会社　　勝屋　正清

三浦運輸株式会社　　吉岡　政秋

株式会社みうら　　　杉原勢津子

若山石油株式会社　　重安　良洋

5
31 商工会議所会頭表彰 ◎優良商工従業員永年勤続表彰　17名

◎共済特別功労事業所感謝状　　２社

　13 事業所から推薦された 17 名と、従業員の福利厚生と共済制度の普及発展にご尽力頂いた、共済特別
功労事業所 2 事業所に佐伯会頭から表彰状および感謝状、記念品が授与された。　　　　　（文中敬称略）

◎優良商工従業員永年勤続表彰 おめでとうございます。

◎共済特別功労事業所感謝状

・兼安石灰機工株式会社	
・ライニングサービス株式会社

40年以上

株式会社フジ新南陽店　多田　　綾

三和建設株式会社　　田中　康博

株式会社フジ新南陽店　瀬々ミチエ

兼安石灰機工株式会社　山﨑　和彦

兼安石灰機工株式会社　砂田　哲広

富田印刷株式会社　　河本　一成

株式会社タダオ　　　藤井　計全

株式会社ただおザウルス　岡本　篤士

有限会社とーか　　　佐古　優希

有限会社寿司やす　　青木　輝子

有限会社寿司やす　　青木　朱美

35年以上

25 年以上

20 年以上

30 年以上

15 年以上

10 年以上

山
口
県
下
商
工
会
議
所
女
性
会

　
　
会
員
大
会（
山
口
大
会
）参
加

新
南
陽
商
工
会
議
所
女
性
会

通
常
会
員
総
会
開
催

　

山
口
商
工
会
議
所
女
性
会
引
受
け
に
よ
る
標

記
大
会
が
ホ
テ
ル
か
め
福
で
行
わ
れ
、
会
場
に

は
県
下
14
商
工
会
議
所
女
性
会
か
ら
約
２
０
０

名
が
集
い
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　

会
員
大
会
で
は
、
当
商
工
会
議
所
女
性
会
山

崎
会
長
に
よ
る
女
性
会
活
動
事
例
発
表
を
行

な
っ
た
他
、
次
年
度
会
員
大
会
引
受
単
会
の
防

府
商
工
会
議
所
女
性
会
よ
り
防
府
市
の
魅
力
等

　

第
28
回
通
常
会
員
総
会
が
行
わ
れ
、
平
成
30

年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
な
ら
び
に
令

和
元
年
度
事
業
計
画
案
（
案
）、収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
、
毎
年
続
け
て
い
る
障
害
者
福
祉

施
設
「
つ
く
し
園
」
と
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
「
セ

ル
プ
新
南
陽
」
へ
の
寄
付
の
継
続
実
施
に
取
り

組
む
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
会
員
増
強
に
力
を
入
れ
、

女
性
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
広
げ
る
活
動
を
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
場
所
を
日
日
に
移
し
、
佐

伯
会
頭
、
谷
口
専
務
理
事
を
来
賓
に
お
招
き

し
、
女
性

会
の
現
況

や
本
年
度

事
業
、
新

た
な
事
業

案
等
、
お

互
い
の
意

見
交
換
の

場
と
な
っ

た
。

6
月
6
日

6
月
7
日

▲参加者にて記念撮影

▲ 女性会新年度事業について
協議を行った  　　　　

を
紹
介
す
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
講
師
と
し
て
公
益
社
団
法

人
修
養
団
の
寺
岡
賢
氏
に
よ
る
「
伊
勢
神
宮
に

学
ぶ
日
本
の
心
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
会

場
の
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

10



＜入会資格＞
 ・ 新南陽商工会議所会員事業所の経営者、
　 後継者又は従業員の方
 ・ 満45歳以下の方
 お気軽にお問い合わせください。

新南陽商工会議所青年部

随時会員募集中!
お問合せ　新南陽商工会議所青年部事務局　周南市宮の前2-6-13　TEL：0834-63-3315

新南陽好き
集まれ!!

青 年 部 活 動 報 告
　

毎
年
県
内
14
商
工
会
議
所
青
年
部

が
集
ま
り
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ
て
い
る
。

記
念
す
べ
き
30
回
目
と
な
る
今
大
会

を
新
南
陽
が
主
管
と
な
り
開
催
し
た
。

　

大
会
前
日
に
は
「
湯
野
温
泉
芳
山

園
」
に
て
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
と
し

て
前
夜
祭
を
開
催
し
、
様
々
な
余
興

や
地
元
の
お
酒
等
で
多
く
の
参
加
者

に
楽
し
ん
で
頂
い
た
。

　
　
　

　

当
日
は
３
２
０
名
を
超
え
る
多
く

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
単
会
の
枠
を

超
え
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
開
会
式
で
は
新
南
陽
高
校
吹
奏

楽
部
に
ご
協
力
頂
き
、
青
年
部
の
歌

な
ど
見
事
な
演
奏
で
式
を
盛
り
上
げ

て
頂
い
た
。

　

ま
た
、
当
会
議
所
佐
伯
会
頭
に
ご

参
加
頂
き
始
球
式
を
行
い
試
合
が
開

始
さ
れ
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
は
東
ソ
ー
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

い
、
今
大
会
の
目
玉
と
し
て
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
新
南
陽
球
場
で

行
っ
た
。
ウ
グ
イ
ス
嬢
に
よ
る
呼
び

出
し
で
球
場
の
臨
場
感
を
演
出
し
大

い
に
盛
り
上
が
り
熱
戦
に
華
を
添
え

た
。

　

ま
た
、
惜
し
く
も
予
選
で
敗
退
さ

れ
た
チ
ー
ム
に
は
「
謎
解
き
頭
脳
王

決
定
戦
」
と
い
う
謎
解
き
ゲ
ー
ム
を

開
催
し
、
運
動
が
苦
手
な
方
に
も
気

軽
に
親
睦
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

新
し
い
試
み
で
多
く
の
方
に
参
加
し

て
頂
け
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
の
景
品
に
は
新
南
陽

の
お
酒
や
、
昨
年
当
青
年
部
が
㈱
シ

マ
ヤ
と
共
同
開
発
し
た
麦
味
噌
ビ
ー

ル
「
ブ
テ
ィ
ミ
ソ
ー
レ
」
を
用
意
し
、

さ
ら
に
各
チ
ー
ム
へ
の
参
加
賞
と
し

て
㈱
シ
マ
ヤ
の
商
品
を
配
り
、
地
元

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
無
事
に

大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
青
年
部
が
一
丸
と
な
っ
て
準
備

と
運
営
を
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
こ

と
と
、
参
加
者
と
協
力
者
の
皆
様
の

お
か
げ
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
経
験

を
忘
れ
ず
今
後
の
事
業
も
皆
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

【
第
30
回
山
口
県
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
青
年
部
連
合
会

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
新
南
陽
大
会
】
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今
年
も
、
第
45
回
目
の
サ
ン

フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん
よ
う
を
8
月

3
日（
土
）に
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

毎
年
行
っ
て
好
評
を
得
て
い
る
Ｐ

Ｒ
用
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
原

画
を
小
学
校
5
年
生
以
上
と
中
学

生
を
対
象
に
公
募
し
た
。

　
今
年
は
、
各
校
内
で
審
査
を
経

た
1
1
5
点
が
、
5
月
27
日
商

工
会
議
所
に
持
ち
寄
ら
れ
、
審
査

員
9
名
に
よ
り
厳
正
に
審
査
が
行

わ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
入
選
作
品
30
点
、

う
ち
特
選
2
点
が
選
ば
れ
た
。
特

選
作
品
の
、
小
学
生
の
部
作
品
は

チ
ラ
シ
と
し
て
市
内
等
配
布
さ

れ
、
中
学
生
の
部
作
品
は
サ
ン

フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん
よ
う
P
R

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
市
内
各
所
に
掲

示
さ
れ
る
。

○
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
　

特
　
選
　

　
原
田
　
　
愛（
福
川
小
6
年
）

　
　

入
　
選
　

　
國
重
　
　
友（
富
田
西
小
6
年
）

　
吉
木
　
麗
奈（
富
田
西
小
6
年
）

　
伊
藤
陽
葉
里（
富
田
西
小
6
年
）

　
尾
﨑
　
瑞
羽（
富
田
西
小
6
年
）

　
清
川
　
咲
希（
富
田
西
小
5
年
）

　
西
郷
　
凛
愛（
富
田
西
小
5
年
）

　
森
重
　
　
翔（
富
田
西
小
5
年
）

　
木
原
　
雄
飛（
富
田
西
小
5
年
）

　
久
保
は
ん
な（
富
田
西
小
5
年
）

　
水
津
　
　
櫂（
富
田
西
小
5
年
）

　
安
逹
　
樹
輝（
福
川
小
6
年
）

第45回
サンフェスタしんなんよう
　　　PR用ポスター・チラシ特選に2点決まる

　中学生の部　特選　 　小学生の部　特選　

渡邉　麗愛さん
（福川中 2年）

　　とその作品

原田　　愛さん
（福川小 6年）

　　とその作品

　

﨑
　
　
舞（
福
川
小
6
年
）

　
佐
藤
　
　
悠（
福
川
小
6
年
）

　
羽
嶋
　
優
唯（
福
川
小
6
年
）

　
室
山
　
陽
菜（
福
川
小
6
年
）

　
角
谷
　
陽
菜（
福
川
小
6
年
）

　
宮
本
　
　
侑（
富
田
東
小
5
年
）

　
田
嶋
　
莉
子（
和
田
小
6
年
）

　
神
原
　
花
音（
福
川
南
小
5
年
）

○
中
学
生
の
部

　
　

特
　
選
　

　
渡
邉
　
麗
愛（
福
川
中
2
年
）

　
　

入
　
選
　

　
岩
男
　
俊
祐（
福
川
中
3
年
）

　
河
井
　
尚
晟（
福
川
中
3
年
）

　
戸
倉
　
采
乃（
福
川
中
2
年
）

　
須
山
　
実
玲（
福
川
中
2
年
）

　
中
村
謙
志
郎（
福
川
中
1
年
）

　
大
倉
　
桃
花（
富
田
中
3
年
）

　
松
田
　
結
愛（
富
田
中
3
年
）

　
大
橋
　
咲
良（
富
田
中
3
年
）

　
青
木
　
瑚
和（
富
田
中
3
年
）

撮影／木村直美さん「舞い上がれ夜に咲く花」（第6回コンテスト最優秀賞作品）

第７回

撮影対象

第45回サンフェスタしんなんよう「ゆめ花火」

８月３日（土）２１時 打上
※雨天順延 ８月４日（日）２０時打上

詳しくは新南陽商工会議所（実行委員会事務局）　TEL 0834-63-3315

応募締切 2019年８月 ）着必（）土（日13  
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No.114 周南市日地町で配電盤製造として営業されて
いる、株式会社オカダ電気周南事業所さんを
ご紹介させていただきます。

株式会社 オカダ電気
　　　　 　周南事業所

周南市日地町 5－25
☎ （0834）33－9810
営業時間：8：20～17：25
休　　日：土、日、祝日

ニーズへの飽くなきチャレンジ
周南営業所も地元工事店様のおかげで業績も順調に推移し
平成 29 年 10 月日地町に新社屋を建設し周南事業所とし
てスタッフ 5 名体制で官公庁はじめ周南地区の各コンビ
ナート企業様を対象に、各種配電盤、制御盤など製造販
売致しています。

人と技術の集結は新たな未来を創造する
設計から板金・塗装、組立まで自社対応
の一貫システムで行っております。

地域に密着した会社を目指して
　～安心と信頼の一貫製造で、
　　　　　　　お客様のニーズにお応えします～

各種配電盤、制御盤製造設計製作の御用命は、

株式会社オカダ電気周南事業所へ
お任せください。　

今後、県内外問わず関連企業、公共施設の連携強化を図り
受注拡大に取り組み、周南地区として、親しみ深く密着し
た会社を目指します。

監視盤 高圧受変電設備

昭和52年 9月に岡田電気として本社宇部市で創業

平成2年 1月に法人化

現在に至る

周南事業所を平成27年 4月開設後、
広島、岩国営業所を開設

株式会社 オカダ電気周南事業所

製缶工場（板金）の様子

ココ

至徳山至福川 国道 2号
中溝

●
富田西小

●
セブンイレブン

13
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時代を読み解くツボ

 「米中摩擦はどこに向かうのか？」

と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
米
中

間
の
摩
擦
は
、
基
本
的
に
「
米

国
が
有
利
」
な
構
図
だ
と
捉
え

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
、
米
中
摩
擦
の
行
方
は

ど
う
な
る
の
か
？　

基
本
的
に
、

米
中
摩
擦
は
「
二
層
構
造
」
で

捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
表
面
的
に
は
二
国
間

の
貿
易
収
支
の
問
題
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
重
要
な
問

題
で
は
な
い
。
米
国
経
済
・
株
価
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
率
の

動
向
次
第
で
は
、
わ
が
国
で
Ｇ

20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
６
月
末
前
後
に
で
も
、
一
定

の
妥
結
を
見
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
底
流
に
あ

る
「
資
本
主
義
対
共
産
主
義
」

と
い
う
体
制
間
の
覇
権
争
い
は
、

10
～
20
年
間
程
度
の
時
間
軸
で

続
く
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
に

は
、
政
府
に
よ
る
産
業
界
へ
の

巨
額
の
補
助
金
の
投
入
、
外
国

企
業
か
ら
中
国
へ
の
技
術
移
転

の
強
要
、
不
十
分
な
知
的
財
産

権
の
保
護
、
デ
ー
タ
利
活
用
に

関
す
る
ル
ー
ル
の
不
整
備
、
不

公
正
な
貿
易
慣
行
、
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
が
横
行
し
て
い
る
と
の
観

測
な
ど
、
問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
の
面
で
は
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
主
張
は
正
鵠
（
せ
い

こ
く
）
を
射
た
も
の
で
あ
り
、

日
米
欧
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

中
国
へ
の
圧
力
を
強
め
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｇ
20
大

阪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
複
雑
な
国

際
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
議
長
で

あ
る
安
倍
総
理
が
「
地
球
儀
を

俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
す
る
外
交
」

の
真
骨
頂
を
見
せ
て
く
れ
る
こ

と
を
、
大
い
に
期
待
し
た
い
。

本
が
0
・
1 

3
％
程
度
押
し
下
げ

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
米
国
が
現

在
検
討
中
の
第
４
弾
ま
で
の
制

裁
措
置
を
講
じ
る
と
、
各
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
米
国
が
0
・
5 

5
％
、

中
国
が
0
・
3 

6
％
、
日
本
が

0
・
2 

2
％
程
度
減
少
す
る
。
こ

こ
で
言
う
「
関
税
の
ブ
ー
メ
ラ

ン
効
果
」
と
は
、
例
え
ば
、
米

国
が
中
国
に
課
し
た
関
税
が
、

米
国
の
消
費
者
か
ら
見
れ
ば
消

費
増
税
と
同
様
の
効
果
を
持
ち
、

結
果
的
に
米
国
の
個
人
消
費
が

下
押
し
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
指

す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
米
国
の
制
裁
措
置
に
対

し
て
、
中
国
が
抑
制
的
に
反
撃

す
る
―
―
い
わ
ば「
籠
城
戦
」「
持

久
戦
」
を
挑
む
こ
と
で
、
米
国

経
済
へ
の
悪
影
響
の
方
が
大
き

く
な
っ
て
く
る
。

　

と
は
い
え
、
第
三
に
、
米
国

に
は
ま
だ
多
様
な
政
策
カ
ー
ド

が
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
当

社
の
試
算
で
は
、
米
国
が
第
４

弾
ま
で
の
制
裁
措
置
を
講
じ
た

ケ
ー
ス
で
も
、
仮
に
中
国
へ
の

関
税
引
き
上
げ
で
増
加
し
た
税

収
を
、
米
国
が
全
て
イ
ン
フ
ラ

投
資
な
ど
の
政
府
支
出
に
充
て

る
場
合
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
む
し
ろ

0
・
0 

1
％
増
加
す
る
計
算
と
な

る
（
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
0
・
1 

3
％

減
少
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
お
お

む
ね
不
変
）。
ま
た
、
現
状
、
米

国
で
は
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
限
定

的
な
の
で
、
い
ざ
と
な
れ
ば
金

融
緩
和
を
行
い
景
気
を
下
支
え

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
に
加
え
て
、
米
国

は「
事
実
上
中
国
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ

イ
社
を
標
的
に
し
た
制
裁
措
置
」

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
中
制

裁
の
カ
ー
ド
を
有
し
て
い
る
こ

　

米
中
間
の
摩
擦
が
激
化
し
て

い
る
。

　

そ
も
そ
も
米
中
摩
擦
は
ど
ち

ら
の
国
に
と
っ
て
有
利
な
の
だ

ろ
う
か
？
こ
の
問
い
に
回
答
す

る
に
は
、大
き
く
三
つ
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
般
論
と
し
て
い

え
ば
、
米
中
間
の
関
税
引
き
上

げ
競
争
は
、
⑴
米
国
の
方
が
経

済
規
模
が
1
・
6
倍
程
度
大
き
い
、

⑵
製
造
業
の
ウ
エ
ー
ト
が
、
米

国
は
１
割
、
中
国
は
３
割
程
度
、

⑶
相
手
国
か
ら
の
経
済
制
裁
の

上
限
を
規
定
す
る
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
に
占
め
る
相
手
国

へ
の
輸
出
の
割
合
」
が
、
米
国

は
0
・
7
％
、
中
国
は
3
・
6
％

程
度
、
⑷
中
国
は
加
工
貿
易
型

の
経
済
構
造
を
有
す
る
、
と
い

う
四
つ
の
理
由
か
ら
、
中
国
に

と
っ
て
分
が
悪
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、

今
後
摩
擦
が
深
刻
化
す
る
と
、

い
わ
ゆ
る
「
関
税
の
ブ
ー
メ
ラ

ン
効
果
」
な
ど
か
ら
、
米
国
経

済
に
よ
り
深
刻
な
悪
影
響
が
生

じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
当

社
の
試
算
で
は
、
米
国
が
現
在

発
動
を
決
め
た
第
３
弾
ま
で
の

制
裁
措
置
を
講
じ
た
場
合
、
各

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
米
国
が
0
・
2 

9 

％
、
中
国
が
0
・
2 

5
％
、
日

トレンド
通信

1966年生まれ。1989年東京大学法
学部卒業。1993年東京大学大学院法
学政治学研究科修士課程修了。2016
年ハーバード大学経営大学院ＡＭＰ（上
級マネジメントプログラム）修了。日本
興業銀行調査部などを経て、2007年
大和総研入社。2014年同社・執行役員。
2017 年同社・常務執行役員。2018
年より現職。財務省、総務省、内閣官
房、内閣府、参議院などの公職を歴任。
2018 年より経済同友会幹事。2011
年より株式会社財界研究所「財界賞・
経営者賞」選考委員会選考委員。テレ
ビ東京「ワールドビジネスサテライト」
レギュラーコメンテーターとしても活
躍中。

■コラム／

　　熊谷　亮丸
　　くまがい・みつまる

株式会社大和総研　常務取締役　調査本部副本部長 チーフエコノミスト　熊谷　亮丸

「周南市企業ガイドブック」
　　　　　　　　掲載企業を募集します！
若者の地元就職に繋げていくことを目的とした企業ガイドブックを今年
1 月に作成し、周南市成人式等で配布し大好評を博した「周南市企業ガ
イドブック」の 2020 年版作成にあたり、掲載企業を募集いたします。
詳しくは同封の折込チラシをご覧ください。

今年度新入職員が２名入所しました。皆様どうぞよろしくお願い致します。
新 入 職 員 紹 介

昨年度高校を卒業して、今年度から社会人
になるとともに新南陽商工会議所の一員に
なりました！
今よりもさらに笑顔と活気あふれる地域づ
くりのお手伝いができればと考えています。
まだまだ経験も浅いですが、これから一生
懸命頑張りますのでどうぞよろしくお願い
致します！

4 月 1 日より新南陽商工会議所の一員
となりました。社会人 1 年目で右も
左も分からないですが、目標は新し
い風を吹かせるような存在になるこ
とです。様々なことを吸収して勉強
していきますので、よろしくお願い
致します！
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　１　．目　　　的　
消費税・地方消費税率引上げが住民税非課税者・3歳未満の子が属する世帯の消費に与える影響
を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えするため、住民税非課税者・3歳未満の
子が属する世帯の世帯主向けの 2019 周南市プレミアム付商品券の発行を行う。

　2　．事業の概念　
　　　商 品 券　　　500 円券
　　　事 業 運 営 主 体　　　周南市
　　　事 務 委 託 団 体　　　新南陽商工会議所
　　　取扱店の募集・登録　　　周南市内で事業を行っている商工業者
　　　周南市内の商工会議所・商工会で募集・登録を受け付ける。
　　　※尚、取扱店は、現「周南市内共通商品券」の取扱店に同時に加入することを条件とする。

　3　．商　品　券　
発 行 額 面　　　1　枚 500 円（額面 500 円券の商品券を発行）
発行見込額　　　7　億 5 千万円
プレミアム率　　25％
つ り 銭　　応じない
払 い 戻 し　　応じない

　4　．販 売 形 式　
購入対象者　　令和元年度の住民税（均等割）が非課税の人、平成 28年　4　月　2　日から令和

元年　9　月 30 日までに生まれた子どもがいる世帯の世帯主
　　　　　　　　※購入引換券が必要です
販 売 方 法　　500 円の商品券 10枚（5,000 円分）を 4,000 円で購入できる。
販売限度額　　　2　万　5　千円分の商品券を　2　万円で購入できる（　1　人当たり 50枚まで）
販 売 場 所　　市役所・各総合支所

　5　．期　　　間　
商品券販売期間　　令和元年 10 月　1　日（火）から令和元年 12 月 27 日（金）まで
有 効 期 間　　令和元年 10 月　1　日（火）から令和　2　年　1　月 31 日（金）まで
換 金 期 間　　令和元年 10 月　7　日（月）から令和　2　年　2　月 27 日（木）まで

　6　．そ　の　他　
換金手数料　　　3　％（500 円券　1　枚につき、15円）
換 金 方 法　　取扱店は商品券を周南市内の山口銀行、西京銀行、東山口信用金庫に　7　日、

17 日、27 日に持参し、取り扱い事業者の口座に入金手続きを行う。但し、
請求日が休業日（土曜・日曜・祝日）にあたる場合は、前営業日とする。

利 用 制 限　　　・　換金性の高いもの（商品券・ビール券・図書券・切手・印紙・プリペイド
カード）および、店舗で指定した商品は対象外とする。

　・　不動産および金融商品
　・　「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」第　2　条第　5　項に規
定する性風俗関連の特殊営業に係るもの

　・　国や地方公共団体への支払い
　・　その他、各商品券取扱店が指定するもの

2019周南市プレミアム付商品券の取扱店を
　　　　　　　　　　　　　　　7月1日から募集します
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税務・経理の
　　なんでも無料相談

■講師…吉村　和哉　税理士
　　　　（当商議所顧問税理士）

■日時…　7 月　5　日㈮
　　　　　7 月 12 日㈮
　　　　　7 月 25 日㈭
■時間…13：00～16：00
■場所…新南陽商工会議所 2F 相談室

吉村和哉氏

　4月 15 日から 6月 28 日まで、県内 14 商工会議所
が一斉に取組み、当商工会議所職員とアクサ生命保険推
進員による共済制度の PRと加入推進を行いました。多
くの会員事業所様のご理解ご協力を賜り、心より感謝申
し上げます。
　今後とも会員事業所様に喜んで頂ける共済事業を運営
してまいりますので、尚一層のご支援をお願い致します。

新 南 陽 商 工 会 議 所
アクサ生命保険㈱徳山営業所

山口県内商工会議所共済
合同キャンペーン
ご協力ありがとうございました

第57回 新南陽商工会議所会頭杯争奪

開催
　と　　き　　2019 年 9月 14日（土）
　　　　　　　登録受付開始：午前 8時 00 分〜
　　　　　　　ス タ ー ト：午前 8時 59 分〜

　と こ ろ　　徳山国際カントリー倶楽部
　　　　　　　周南市四熊 1192　☎ 0834−63−4111

　競技方法　　Wペリア方式

　参 加 費　　3,000円
　参加人数　　30 組　120 名（先着順）
　　　　　　新南陽・徳山・下松・光商工会議所会員事業所さま（原則）

ゴルフコンペ
徳山・下松・光商工会議所会
員の皆様も多数のご参加を
お待ちしております!!

　プレー費　　ビジタープレー料金　6,585 円（消費税別）
※昼食代込
※その他　利用税500円（65歳以上250円・70歳以上無料）
スポーツ基金 90円・連盟負担金 25 円が必要になります

※ゴルフ保険には各自でご加入下さい
　ミーティング　　午後 6時 00 分より（予定）

場所　新南陽商工会議所

◎お問い合わせ・お申し込みは…
　新南陽商工会議所　☎ 0834 − 63 − 3315・FAX　0834 − 63 − 8397
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当　小澤・高瀬・古市】


